
社会科学習指導案 
 

                     日 時   平成 17年 9月 28日(水) 
                    場 所  花巻市立花巻北中学校 

 学 級  2年 4組(男子 16名女子 16名計 32名) 
                      授業者  教諭 野口 貴弘 

 
１ 単元名  第 4章 「世界と日本の暮らしと文化」 ３ 人々の暮らしと宗教 
            地理 地域にまなぶ(教育出版Ｐ200~203) 
 
2 単元について 
（１）教材観 
   本単元は学習指導要領では世界的視野から見て、日本においては比較的ものの豊かな中で人々が暮らし

ていること、また、近代化や国際化の進展などにより伝統的な生活・文化は変容していること、外国から

入ってきた生活・文化は日本の環境条件に対応させて取り入れてきたことといった特色を理解させるとと

もに、国内では生活・文化の地域による差異が次第に無くなりつつあるが、一方で各地に特色ある生活・

文化が見られることを大観させることをねらいとしている。 
学習においては、生活・文化の面からわが国の地域的特色を世界と比較し関連付けて追究していけるよ

うに展開していくことが大切であると考えている。そうした中からわが日本の特色が浮かび上がってくる

とことをとらえさせたい。 
（２）生徒観 
男子は積極的に反応する生徒が多い。女子はおとなしいが作業学習などは丁寧に行う。双方の共通点は、

表面的な考え方にとどまり物事を深く追究しようとしない傾向がある。また、資料の読み取りを苦手とす

る生徒が多い。しかし夏休みの新聞レポートなどはほとんど全員出すことができ、日々の出来事には興味

を持っているようである。 
また、日本や世界の生活･文化についての生徒の関心は比較的高い。自分たちの生活と結びつきが強く、

身近で具体的な教材とかかわらせることにより、常に課題意識を持ち続け、意欲的に学習に取り組もうと

する生徒を育てていきたい。 
 （３）指導観 
   本単元は世界と日本、日本と地域を比較しながら世界から見た日本、日本の中でも特色のある地域を理

解させるように展開していく。多種多様な文化が世界・日本に存在していることにも気づかせたい。その

ために資料を読み取らせる時間をしっかり設けるようにする。 
   また、生活・文化を扱う際、大事なことはそれぞれの地域の生活や文化に優劣をつけないことである。

そこにあるのは｢ちがい｣であり、｢ちがいにこそ価値｣があり、｢豊かさ｣があることを認識させたい。あわ

せて、それぞれの地域の｢生活・文化｣にもとづく伝統や習慣であっても、それが人権や平和を侵すもので

あってはならないこともおさえさせたい。 
 
３ 単元の目標 
（１）日本の生活・文化の特色を明らかにするため食生活の変化や住宅環境の変化、習慣の変化などの様

子を積極的に調べることができる。また、岩手・沖縄を比較したり関連付けて調べることができる。 
【関心・意欲・態度】 

（２）日本の生活・文化の特色を衣食住生活の変化や習俗・習慣などの視点から明らかにする方法を考察

し、適切に選択することができる。                     【思考・判断】 
（３）日本の生活・文化を明らかにするために多様な資料を読み取り、グラフなどを用いてまとめること

ができる。また、岩手・沖縄を比較したり、関連付けてたりして調べた内容をわかりやすく説明す

ることができる。                             【技能・表現】   
（４）日本の生活・文化を諸外国と比較したり、近代化や国際化の視点から理解できる。また、衣食住の

生活の変化や習俗・習慣の変化などの視点から明らかにする方法を理解できる。 【知識・理解】 
 

 
 
 



４ 単元の指導計画・評価計画(７時間扱い) 
評  価  規  準  

時 
 
学習内容 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解 

１ 日本の暮らし
再発見 

日本の暮らしとサモ

アの人々の持ち物の

違いを読み取ろうと

している。 

  外国人から見ると文

化の違いがあること

を理解する。 

２ い ろ い ろ な
人々の暮らし 

世界各地の衣食住に

ついてテーマをもと

に追究しようとして

いる。 

  衣食住を中心とする

世界各地の生活文化

について理解してい

る。 
３ 
４ 

人々の暮らし

と宗教 
(本時１／２) 

外国人と日本人の宗

教観の違いについて

進んで考えようとし

ている。 

 イスラム教、日本の年

中行事の資料から、生

活との結びつきの違

いについてまとめる

ことができる。 

生活と宗教との関係

から日本の社会の特

徴について理解して

いる。 

５ 人々の暮らし
と言葉 

 複数の言語を使用

している国と日本

を比較し、その違い

を考えることがで

きる。 

世界各地の言語の特

徴や日本語の特徴に

ついて調べることが

できる。 

 

６ ところ変われ
ば品変わる 

日本各地の生活文化

の違いや背景を追究

しようとしている。 

 日本各地の食生活や

言語生活についてま

とめることができる。 

 

７ 沖縄の人々と
文化 

 沖縄の文化がどの

ように変化してき

たのかを与えられ

た事例をもとに考

えることができる。 

 歴史的背景、自然環境

から生まれた文化に

関心を持ち、事例ひと

つについて基本的な

知識を身につける。 

５ 本時の学習 
（１） 授業の構想 
① 導入部分では、漫画の吹き出しにどういう言葉が入るか考えさせ世界の人から見た日本人の宗教
観の不思議さに気づかせる。 

② 展開の前半では、資料から世界の宗教について興味を持って調べさせたい。 
③ 展開の後半では、日本と世界の宗教観の｢違い｣をとらえさせたい。 
④ まとめでは、調べた内容がマクドナルドのメニューにまで影響を与えていることやこれから国際
人として生きていく中で知識として覚えておいて欲しい事などにも触れたい。 

（２） 目 標(評価規準と具体の評価基準) 
具体の評価規準 評価規準 

Ａ十分満足できる Ｂおおむね満足できる 
｢努力を要する｣ 
生徒への支援 

【興味・関心・態度】 
外国人と日本人の宗教

観の違いについて進ん

で考えようとしている。 
(発言、プリント) 

宗教観の違いについて、自

分の考えをプリントに記

入し、理由を添えて発言す

ることができる。 

宗教観の違いについて、自

分の考えをプリントに記

入することができる。 

感じたことや思ったこ

とを書くように指示す

る。 

【技能・表現】   

イスラム教と日本の年

中行事の資料から、生活

との結びつきの違いに

ついてまとめることが

できる。(発言、プリント) 

資料を読み取り、生活との

結びつきの違いについて

比較し、分かったことをプ

リントにまとめ発表する

ことができる。 

資料を読み取り、結びつき

の違いについて分かった

ことをプリントにまとめ

て書くことができる。 

机間巡視し、ポイントと

なる視点を与える。 
 



  
（３） 展 開 

 
段階 学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価 

 
導入 
5分 

 
 
 
 
 
 
 

 
１ 外国人から見た日本人の宗教観について考え

る。(予想) 
・外国人が日本人の宗教観を不思議に思う漫画

の吹き出しに入る言葉を考え、記入する。 
 
  
 
２ 学習課題を確認する。 
学習課題 
「なぜ外国人は不思議に思うのだろうか」  

 
・なぜ外国人が不思議

に思うのかを考えさ

せたい。 
・正解を確認し、学習

に対する関心を高め

る。 
 
 
・世界と日本の宗教に

ついて学習すること

について触れる。 
 

 
【興味・関心・態度】 
＊自分の考えを

プリントに記

入できたか。 
(プリント) 

＊支援 
簡単な表現で 
書くように指

示する。 

 
展開 
35分 

 
３ 宗教分布を確認する。 
・キリスト教、イスラム教、ヒンズー教、 
仏教について確かめる。 

 
４ イスラム教と日本の年中行事について調べる。 
・イスラム教についての慣習などを載せた資料、

日本の年中行事などを載せた資料から、二つ

を比較し、生活との結びつきの違いについて

考える。 
 
５ 発表し、検証する。 
 ・違いについて発表する。 
 ・自分の考えと他者の考えを比較する。 
 ・他の宗教について確かめる。 

 
・教科書でどのあたり

に分布しているか大

観させる。 
 
・なるべく衣食住にか

かわる全般を載せた

プリントを作成し多

岐にわたっているこ

とに気づかせたい。 

 
 
 
 
 
【技能・表現】 
＊資料を読み取

りプリントに

自分の考えを

書くことがで

きたか。 
＊支援 
ポイントとな

る視点を与え

る。 

 
終末 
10分 

 
６ 世界と日本の宗教観についてまとめる。  
・宗教は生活と結びついていること。 
・日本は多くの宗教をうまく取り入れているこ

と。 
・違いは尊重されるべきであること。 

 
 
７ これからの生活に役立つことを知る。 
・インドのマクドナルドのメニューの例やこれ

から旅行に出かけたときなど知識として覚え

ておいたほうがよいことなど考えさせる。 
 

 
・それぞれ国によって

違いがあり尊重すべ

きであることにふれ

る。 
･ なぜ外国人が不思議
に思うかについてお

さえる。 
・実際、食生活の違い

が経営に変化を与え

ていることやしきた

りなどを覚えていた

ほうが役に立つこと

にも触れたい。 
 

 
 
 

 


